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１、導入について

トーナメントマネージャーをお客様が使用するには、使用許諾契約に同

意していただく必要があります。

トーナメントマネージャーをお使いのパソコンで使用するには、まずお

使いのパソコンにトーナメントマネージャーをインストールする必要があ

ります。

トーナメントマネージャーを起動するときには毎回、お使いのパソコン

にトーナメントマネージャーCD がセットされている必要があります。

<動作環境>

OS
CPU
メモリ

HDD 空き容量

ディスプレイ

ディスクドライブ

：Microsoft Windows 8・7・Vista・XP
：Intel Pentium200MHz 以上

：128MB 以上

：100MB 以上

：解像度 800×600 以上

：CD-ROM ドライブ(インストール時、毎回起動時に必要)
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１－５、説明書を見たいときは ................................................................ 21
１－６、アンインストールの仕方............................................................. 26
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１－１、使用許諾契約事項

本使用許諾契約は、和田システムソフトウェア製品(以下「本ソフトウェ

ア」といいます) に関して、お客様と株式会社和田システムとの間に締結

される法的な合意です。本ソフトウェアをインストール、使用されること

によって、お客様は本使用許諾契約に同意することになります。本使用許

諾契約に同意されない場合は、未使用の本ソフトウェアを速やかに購入元

へご返品ください。なお、システムケース開封後の返品はできません。

1.著作権

お客様は以下の条件に基づき、和田システムより本ソフトウェアの日

本国内での使用権を得ることはできますが、著作権がお客様に移転する

ものではありません。本ソフトウェアの著作権は、和田システムが所有

します。

2.使用できる範囲

本ソフトウェア一つにつき、一時に一台のコンピュータにおいてのみの

使用することができます。本ソフトウェア一つで、同時に複数台のコンピ

ュータで使用することはできません。同時に複数台のコンピュータで使用

する場合は、使用する台数分本ソフトウェアが必要です。

3.第三者の使用

有償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびそのコピーしたも

のを第三者に譲渡、頒布、貸与あるいは使用などをさせることはできま

せん。

4.コピーの制限

本ソフトウェアのコピーは保管（バックアップ）の目的のために必要

な場合に限り、機械読みとり可能な形式で 1 部のみを行うことができま

す。本ソフトウェアの複製物上には本ソフトウェアに表示されているも

のと同一の著作権表示を行ってください。



7

5.解析、変更および改造

本ソフトウェアの全部または一部をリバース・エンジニアリング、逆

コンパイルまたは逆アセンブル、修正、改変等することはできません。

また第三者にこのような行為をさせてはなりません。

6.ネットワーク

ネットワーク上で、本ソフトウェアを使用したり別のコンピュータへ

伝送することはできません。

7.免責

本ソフトウェアのご使用にあたり生じたハードウェアなどの不具合を

含むお客様の損害および第三者からのお客様に対する請求については、

和田システムおよび販売店等に重過失がない限り、和田システムおよび

販売店等はその責任を負いません。

8.アフターサービス

本ソフトウェアに不具合が発生した場合、和田システムの指定する窓

口までお問い合わせください。お問い合わせの本ソフトウェアの不具合

に関して、和田システムが知り得た内容の誤り（バグ）や使用方法の改

良など必要な情報をお知らせいたします。

9.輸出管理

本ソフトウェアを日本国外に持ち出される場合、日本国内外の輸出管

理に関連する法規を順守してください。

10.使用条件に違反した場合

お客様が上記使用条件に違反した場合、本ソフトウェアの使用権の許

諾は自動的に終了いたします。この場合、お客様は本ソフトウェアを廃

棄するものとします。

以上
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１－２、インストールの仕方

手順１：トーナメントマネージャーCD を CD-ROM ドライブにセッ

トする

 トーナメントマネージャーCD を、インストールするパソコンの

CD-ROM ドライブにセットしてください。

※「自動再生」などの画面が出た場合は、[aut_run.bat の実行]などと書いて

あるところをクリックしてください。
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※「アクティブコンテンツは、・・・」などのメッセージの画面が出た場合は、[は
い]ボタンを押して実行してください。

手順２：メニュー画面で [インストール] を選択する

 自動でメニューが起動します。

 メニュー画面で、[インストール]ボタンを押してください。
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※ CD を入れても自動でメニューが起動しない場合や、インストールボタンを

押してもインストーラが起動しない場合は、[コンピューター]（[マイ コン

ピュータ]や[PC]となっている場合もあります）から CD を開き、

[TM201202_install.exe]を実行してください。
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手順３：インストール開始画面が出るまで待つファイルのダウンロ

ードに対するセキュリティ警告を確認する

 インストール開始画面が出るまで、数十秒から数分ほどお待ちください。

※セキュリティ警告の画面などが出たら、[実行]ボタンなどを押して実行してく

ださい。



12



13

手順５：インストール開始画面が出現します

 インストーラが起動し、インストール開始画面が出現します。

 [次へ（N）>]ボタンを押してください。

手順６：使用許諾契約を確認する

 使用許諾契約の画面が表示されます。

 使用許諾契約事項をご確認の上、[上記の製品使用許諾契約に同意いたし

ます。(A)]と書いてある左のチェックサークルにチェックを入れ、[次へ

（N）>]ボタンを押してください。

※ 使用許諾契約に同意していただけない場合は、トーナメントマネージャ

ーを使用することはできません。
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手順７：インストールタイプを選択する

 インストールタイプを選択する画面が表示されます。

 インストールタイプを選択し、[次へ（N）>]ボタンを押してください。

 通常、インストールタイプは変更する必要はありません。

手順８：インストール先を選択する

 インストール先を選択する画面が表示されます。

 インストール先を選択し、[次へ（N）>]ボタンを押してください。

 通常、インストール先は変更する必要はありません。
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手順９：プログラムフォルダを選択する

 プログラムフォルダを選択する画面が表示されます。

 プログラムフォルダを選択し、[次へ（N）>]ボタンを押してください。

 通常、プログラムフォルダは変更する必要はありません。

手順１０：デスクトップにショートカットアイコンを作成するかを

指定する

 デスクトップにショートカットアイコンを作成するかを選択する画面が

表示されます。

 デスクトップにショートカットアイコンを作成するかを指定し、[次へ

（N）>]ボタンを押してください。

 デスクトップにショートカットアイコンを作成する場合は、[デスクトッ

プ]と書いてある左のチェックボックスにチェックを入れたままにして

おきます。デスクトップにショートカットアイコンを作成しない場合は、

[デスクトップ]と書いてある左のチェックボックスのチェックをはずし

ておきます。

 通常、デスクトップにショートカットアイコンを作成しておいた方が便

利です。



16

手順１１：ここまでで指定したインストール設定を確認する

 インストール設定の確認画面が表示されます。

 インストール設定を確認し、[次へ（N）>]ボタンを押してください。イ

ンストールが開始されます。
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手順１２：インストールが完了するまで数十秒から数分程度待つ

 インストールが完了するまで、数十秒から数分程度お待ちください。

手順１３：インストールが完了したことを確認する

 インストールが完了すると、インストール完了の画面が表示されます。

 [完了（F）]ボタンを押してください。

 以上でインストールの手順は完了です。

※ インストール後、パソコンを再起動したりする必要はありません。
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１－３、起動の仕方

手順１：トーナメントマネージャーCD を CD-ROM ドライブにセッ

トする

 トーナメントマネージャーCD を、パソコンの CD-ROM ドライブにセッ

トしてください。

※ インストールしたトーナメントマネージャーの正規の CD がパソコンの

CD-ROM ドライブにセットされていないと、トーナメントマネージャー

を起動できません。 起動後は、CD を取り出してもかまいません。

手順２－方法１：ショートカットアイコンを実行する

 デスクトップにトーナメントマネージャーのショートカットアイコンを

作成している場合は、ショートカットアイコンを実行します。
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手順２－方法２：スタートメニューなどからプログラムを探して実

行する

 お使いのコンピューターにインストールされているプログラムを探して

実行する手順で起動します。例えば、スタートボタン → [すべてのプロ

グラム] → [和田システム] → [トーナメントマネージャー 201202] →

[トーナメントマネージャー 201202] を実行します。
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１－４、終了の仕方

トーナメントマネージャーを終了するには、トーナメントマネージャーの画面

上にある、 [トーナメントマネージャーを終了する]ボタンまたは [終了]ボタン

を押してください。

※ 終了すると作業中のデータは失われてしまいますので、必要に応じて終了

する前にデータをファイルに保存（「４－１、データをファイルに保存する」

96 ページ）しておいてください。
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１－５、説明書を見たいときは

トーナメントマネージャーには、

導入説明書（PDF ファイル）＜本書＞

画面ガイド（HTML ファイル）

の２つの説明書があります。

◆導入説明書（PDF ファイル）＜本書＞

トーナメントマネージャーのインストールの仕方や基本的な使い方など

が書いてあります（今ご覧になっているこの説明書です）。印刷すると約

180 ページあります。トーナメントマネージャーを初めて使う場合は、こ

れを見ながら操作してみるとよいでしょう。

◆画面ガイド（HTML ファイル）

画面ごとに、各画面の使い方が詳しく書いてあります。トーナメントマ

ネージャーの機能についての情報量が一番多い説明書です。トーナメント

マネージャーを実際に使いながら、必要に応じて必要な部分を読むことを

想定して作られています。トーナメントマネージャーの各画面から、その

画面の説明ページを開くことができます。

トーナメントマネージャーの説明書を見る方法は、主に３つあります。
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方法１：トーナメントマネージャーから開く

 トーナメントマネージャーの画面で、[説明書を見る]ボタンまたは[説明

書]ボタンを押します。どの説明書を開くか選択して、説明書を開いてく

ださい。

 [この画面の使い方]ボタンまたは[この機能の使い方]ボタンを押すと、

画面ガイドの該当するページが開きます。
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方法２：スタートメニューなどからプログラムを探して実行する

 お使いのコンピューターにインストールされているプログラムを探して

実行する手順で起動します。例えば、スタートボタン → [すべてのプロ

グラム] → [和田システム] → [トーナメントマネージャー 201202]で、

[導入説明書] または [画面ガイド] を選択します。
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方法３：トーナメントマネージャーCD から開く

1. トーナメントマネージャーCD を、お使いのパソコンの CD-ROM ドライ

ブにセットします。

2. 自動でメニューが起動するので、[導入説明書]、[画面ガイド]と書いてあ

るボタンを押します。
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１－６、アンインストールの仕方

手順１：スタートメニューなどからアンインストールプログラムを

探して実行する

 お使いのコンピューターにインストールされているプログラムを探して

実行する手順で、リーグ＆トーナメントマネージャーのアンインストー

ルプログラムを起動してください。例えば、スタートボタン → [すべて

のプログラム] → [和田システム] → [トーナメントマネージャー

201202] → [アンインストール] を実行します。

※「ユーザーアカウント制御」などの画面が出た場合は、[はい]ボタンなどを押

して実行してください。
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手順２：確認画面で確認する

 アンインストールしてよいか確認の画面が出現します。

 [はい(Y)]ボタンを押してください。

手順３：アンインストールが完了するまで数秒から数十秒程度待つ

 アンインストールが完了するまで、数秒から数十秒程度お待ちください。

手順４：アンインストールが完了したことを確認する

 アンインストールが完了すると、画面の下の方に、アンインストールが

完了した旨のメッセージが表示され、[OK]ボタンが押せるようになりま

す。

 [OK]ボタンを押してください。

 以上でアンインストールの手順は完了です。



28



29

２、全体の機能概要

トーナメントマネージャーでは、いくつかのステップを踏んでトーナメント表

を作成・完成させていきます。各ステップのために、それぞれ専用の画面が用意

されています。

２－１、各画面の主な機能 ....................................................................... 30
２－２、画面を移動する .......................................................................... 32
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２－１、各画面の主な機能

トーナメントマネージャーには、主に以下の６つの画面があります。

1. タイトル画面

2. 自動抽選準備画面

3. トーナメント情報指定画面

4. 大会前入力画面

5. 試合結果入力画面

6. 出力イメージ画面

1.タイトル画面

 トーナメントマネージャーを起動すると最初に表示される画面です。

 これから行う作業

o 新しくトーナメント表を作成する

o 以前にファイルに保存したデータを読み込む

o 登録者名簿を作成・編集する

・・・など

を選択してください。

 新しくトーナメント表を作成する場合は、トーナメント表の作成方式（最

初に自動抽選を行うかどうか）を選択します。

2.自動抽選準備画面

 トーナメント表を作成と同時に自動抽選を行う方式の場合に使用する画

面です。

 シードの参加者（トーナメント表を作成した段階で、シード順の位置に

配置されます）のリストと、シードでない参加者（トーナメント表を作

成した段階で、自動で抽選されて配置されます）のリスト作成してくだ

さい。

 シードでない参加者の自動抽選の仕方について（同じ所属の参加者はば

らけるように考慮するか、同じ所属の中での順位を考慮するか）につい

て選択してください。
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3.トーナメント情報指定画面

 トーナメント表の形などを指定する画面です。

 トーナメント表の形など（参加数、ブロック数、トーナメント表の向き、

一回戦がない部分の表示方法、など）について選択してください。

 [トーナメント表作成]ボタンを押すと、トーナメント表が自動で作成さ

れ、大会前入力画面に移動します。 最初に自動抽選を行う方式を選択し

ている場合は、同時に自動抽選も行われます。

4.大会前入力画面

 主に、大会前のトーナメント表作成作業の際に使用する画面です。

 参加者の入力や組み合わせの調整、簡易試合情報の入力、トーナメント

表のタイトルの入力などができます。

 参加者を一括操作（一括取り込み、一括削除、など）したり、同じ所属

どうしが近くにいないか自動でチェックすることなどもできます。

 特定の参加者はトーナメント表上で直接入力し、他の参加者は一括で自

動抽選して取り込むこともできます。

5.試合結果入力画面

 主に、大会中および大会後に使用する画面です。

 勝利線やスコアなどの入力ができます。この画面では、トーナメント表

の横線を左クリックすることで勝利線を引くことができます（76 ページ

参照）。試合の詳細を入力するようにすることも可能です。

 どの試合場所でどの試合が行われているか管理する画面も使用できます。

 大会進行状況（残り試合数、試合待ち一覧など）が自動で作成され、参

照することができます。

 参加者の成績一覧（何回戦まで到達したかなど）や戦績などが自動で作

成され、参照することができます。

6.出力イメージ画面

 印刷するときや、PDF ファイルなどを作成するときのイメージでトーナ

メント表が表示されます。（印刷したときに用紙にきれいにおさまるよ

うに、縦幅が圧縮または引き伸ばしされます。A4用紙に縦に印刷したと

きのイメージとなります。）
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２－２、画面を移動する

画面の移動は、主に画面上にあるボタンを押して行います。

 大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力イメージ画面 の間は自由に

行き来することができます。

 大会前入力画面 からトーナメント情報指定画面 へ移動すると、トーナ

メント表を新しく作り直すことになるので、入力中のデータは失われま

す。トーナメント表を作成と同時に自動抽選を行う方式を選択している

場合は、自動抽選もやり直しになります。必要に応じて、移動する前に

保存（「４－１、データをファイルに保存する」96 ページ）をしておい

てください。

 データの読み込み（「４－２、データをファイルから読み込む」99 ペー

ジ）を行った場合は、そのデータを保存したときの画面に移動します。
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３、トーナメント表の作成

３－１、作成方式を選択する （タイトル画面） ....................................... 34
３－２、参加者リストを作成する （自動抽選準備画面）.......................... 36
３－３、トーナメント表の形を指定する （トーナメント情報指定画面） .. 48
３－４、参加者や大会情報などを入力する （大会前入力画面）................ 60
３－５、試合結果を入力する （試合結果入力画面） ................................ 75
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３－１、作成方式を選択する

（タイトル画面）

トーナメント表を作成する最初のステップとして、トーナメント表の作成方式

（最初に自動抽選するかどうか）を選択します。トーナメントマネージャーでは、

トーナメント表の作成方式が 2 種類あります。

作成方式１：[トーナメント表の形を作成してから参加者を入力する]
 まず参加数を指定してトーナメント表の形を作成し、それから参加者を入力

していく方式です。

作成方式１の特徴

 トーナメント表の形を見ながら、参加者を好きな場所に配置していくこ

ができます。

 特定の参加者は好きな場所に配置した後で、残りの参加者は自動抽選

で取り込むということもできます。

作成方式２：[トーナメント表の形を作成と同時に自動抽選を行う]
 まずシードの参加者のリストとシードでない参加者のリストを作成し、トー

ナメント表の形を作成と同時に、参加者を自動抽選して配置する方式です。

作成方式２の特徴

 最初から自動抽選で、一気にトーナメント表を完成させてしまうこと

ができます。（自動抽選後に参加者を変更することも可能です。）

 シードの参加者は自動でシード順の位置に配置されます。

 シードでない参加者は自動で抽選して配置されます。

 自動抽選は、同じ所属の参加者はばらけるようにしたり、所属内の順

位を考慮したりすることもできます。
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手順１：[新しくトーナメント表を作成する]ボタンを押す

 タイトル画面（トーナメントマネージャーを起動すると最初に表示され

る画面）で、[新しくトーナメント表を作成する]ボタンを押してくださ

い。ボタンを押すと、トーナメント表の作成方式を選択する画面が出現

します。

手順２：トーナメント表の作成方式を選択する

 選択するトーナメント表の作成方式のボタンを押してください。

 [トーナメント表の形を作成してから参加者を入力する]ボタンを押した

場合は、トーナメント情報指定画面に移動します。

 [トーナメント表の形を作成と同時に自動抽選を行う]ボタンを押した場

合は、 自動抽選準備画面に移動します。
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３－２、参加者リストを作成する

（自動抽選準備画面）

トーナメント表の作成方式で、[トーナメント表の形を作成と同時に自動抽選

を行う]を選択した場合は、自動抽選準備画面で参加者のリストを作成します。

また、自動抽選の仕方について選択します。
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手順１：参加者の数を選択する

 「シードの参加者の数」と「シードでない参加者の数」を選択してくだ

さい。それぞれ選択した数だけ、参加者の入力欄が出現します。

 ここで選択した参加者全体の数（シードの参加者＋シードでない参加者

の数）で、トーナメント表が作成されます。

 参加者全体の数（シードの参加者＋シードでない参加者の数）が、ご購

入された製品で扱える最大参加数を超えない範囲で選択できます。



38

手順２：１参加者の行数を選択する

 １参加者の行数について、

[１行]
[２行]

のどちらかを選択してください。主にダブルス種目の場合に２行にする

ことを想定しています。

 [２行]を選択すると、参加者の表示が 2 行になります。

※ ダブルス種目の場合でも、

和田・佐竹（大宮高校）

などのように１行で入力する場合は、２行にする必要はありません。

※ ２行にして、2 行目に補足情報やふりがなを入力するという使い方もあ

ります。
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手順３：同じ所属の参加者はばらけるようにするかを選択する

 シードでない参加者を自動抽選する際に、同じ所属の参加者どうしはで

きるだけばらけるように考慮する（きれいにばらけるように和田システ

ムが開発した独自プログラムを使用しています）かについて、

[考慮しない]
[所属を考慮]
[所属＞付属１]
[所属＞付属１＞付属２]

のどれかを選択してください。

 [所属を考慮]にすると、

o 同じ所属の参加者は原則として、できるだけ最後まで当たらない位

置に配置されます。シードの参加者も含んで考慮されます。

o 各所属の割り当て場所について、トーナメント表上の順位もできる

限りばらけるように考慮します（同じ所属の参加者が３人の場合は、

抽選で配置可能な場所の中で、できる限り、上位３分の１に１人と

下位３分の１に１人と真ん中に１人になるように調整）。

※ 所属に完全に同じ文字列が入力されている参加者どうしが、同じ所属の

参加者として認識されます（１参加者の行数を 2 行にしている場合は、

１行目の所属で認識されます）。ただし、所属が空白（またはスペース

のみ）の参加者どうしは、すべて異なる所属の参加者として認識されま

す。また、所属の略名は影響しません。

※ 所属名が異なっているが同じ所属として認識させたいという場合は、

「所属欄には同じ文字列を入力し、付属項目に表示させたい所属名を入

力しておいて、あとで所属欄を非表示にして付属項目を表示する」など

するとよいでしょう。
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 [所属＞付属１] にすると、[所属を考慮]にした場合からさらに、各所属

の中で同じ付属１どうしの参加者はできるだけばらけるように考慮され

ます。

※ 「付属１」～「付属５」という項目は初期状態では非表示になっていま

すので、付属１を使用したい場合は、画面上部の[参加者名の設定]ボタ

ンを押して参加者名の設定画面を出し、付属１を表示するように設定を

変更してください。

 [所属＞付属１＞付属２] にすると、[所属＞付属１]にした場合からさら

に、各所属の中の各付属１の中で同じ付属２どうしの参加者はできるだ

けばらけるように考慮されます。
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手順４：所属内順位を考慮するかを選択する

 シードでない参加者を自動抽選する際に、同じ所属の中での順位を考慮

するかについて、

[考慮する]
[考慮しない]

のどちらかを選択してください。

 [考慮する]を選択すると、同じ所属の参加者の中で、指定した順位のよ

り高い参加者は、その所属に割り当てられた場所の中でシード順位がよ

り高い位置に配置されます。トーナメント序盤で、ある所属の上位者と

他の所属の上位者が当たってしまうのを回避するのに有効な機能です。

※ 所属に完全に同じ文字列が入力されている参加者（[所属＞付属１]でば

らけさせる場合は所属と付属１が両方とも同じ参加者、[所属＞付属１＞

付属２]でばらけさせる場合は所属と付属１と付属２が全て同じ参加者）

どうしが、同じ所属の参加者として認識されます（１参加者の行数を 2
行にしている場合は、１行目の所属で認識されます）。ただし、所属が

空白（またはスペースのみ）の参加者どうしは、すべて異なる所属の参

加者として認識されます。また、所属の略名は影響しません。

※ 同じ所属の中で同じ順位を指定した場合は、どの参加者がシード順位が

高い位置に配置されるかはランダムになります。

※ 同じ所属の中での順位は、その順番のみが認識されます。例えば同じ所

属の参加者が 3 人いる場合、1 位・2 位・3 位としても、30 位・50 位・

90 位としても変わりはありません。

※ 同じ所属の中での順位は、他の所属の順位とは関係しません。例えば所

属 A で 1 位・2 位とした参加者がいて、所属 B で 5 位・6 位とした参加

者がいた場合、所属 A の二人の方が所属 B の二人よりシード順位の高

い位置に入るといような調整はされません。

※ 同じ所属の参加者が他にいない参加者は、何位に指定しても変わりはあ

りません。
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手順５：参加者名を入力する

 参加者名を入力欄に入力してください。

 シードの参加者はシード順に入力してください。自動抽選した際、自動

でシードの位置(158 ページ)に配置されます。

 シードでない参加者について、自動抽選の際に所属内順位を意識する場

合は、同じ所属の中での順位をつけてください。（41 ページ）

 各項目の長さは、メイン画面上で長さ変更用のバーをドラッグすること

で変更できます。
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 参加者名として、名前、所属、付属１～付属５の 7 項目を使用できます。

参加者名の設定を変更したい場合

o 使用する項目を変更したい

o 文字の大きさ・色・配置などを変更したい

・・・など

の場合は、[参加名の設定]ボタンを押して設定画面を出現させ、設定を変

更してください。



44

 登録者名簿を作成している場合は、[名簿]ボタンを押せば、名簿から選択

して参加者を入力することもできます（「７、名簿の作成と管理」137 ペ

ージ）。
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 [参加者操作]ボタンから、参加者を一括で取り込んだりクリアしたりす

ることもできます。

参加者の一括取り込みというのは、Excel ファイル上で作成した参加者

の一覧を、トーナメントマネージャーで取り込むことのできる機能です。

もともと Excel で参加者一覧のデータを持っている場合などに便利です。

一括取り込み用ファイルの作り方については、「８－１、参加者取り込み

用ファイルの作り方」（150 ページ）をご覧ください。

 [参加者操作]ボタン→[同じ名前があるかチェック]を実行すると、名前欄

に完全に同じ文字が入力されているものがないか自動でチェックできま

す。
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 参加者の名前や所属の一部を指定して参加者を検索することができます。

[参加者検索]ボタンを押すと、参加者を検索するための画面が出現します。
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手順６：[次の手順に進む]ボタンを押す

 自動抽選準備画面の入力・選択が終わったら、[次の手順に進む]ボタンを

押してください。 トーナメント情報指定画面 に移動します。

※ 参加者をすべて入力していなくても、トーナメント表を作成することは

可能です。

※ 「シードの参加者の数」と「シードでない参加者の数」は、実際の参加

者の数を選択しておいてください。あとでトーナメント表を自動作成す

る際、（シードの参加者の数）＋（シードでない参加者の数）でトーナメ

ント表が作成されます。
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３－３、トーナメント表の形などを指定する

（トーナメント情報指定画面）

トーナメント表の形など（参加数、ブロック数、トーナメント表の向きなど）

について、トーナメント情報指定画面で選択します。選択ができたら、[トーナ

メント表作成]ボタンを押します。

 以下の項目は、トーナメント表作成後でも、大会前入力画面、試合結果

入力画面、出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン →[トーナメント表

の形の設定] で変更（自由に切り替え）することができます。

o １参加者の行数

o トーナメント表の向き

o 1 ページに表示する最大参加数

o 一回戦がない部分の表示方法
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手順１：参加数を選択する

 トーナメントへの参加数を選択してください。ここで選択した参加数の

トーナメント表が自動で作成されます。

 ご購入された製品で扱える最大参加数を超えない範囲で選択できます。

※ 「トーナメント表の形を作成と同時に自動抽選を行う」方式を選択して

いる場合は、 トーナメント情報指定画面では「参加数」を変更できませ

ん。変更したい場合は、 自動抽選準備画面 に戻って、「シードの参加

者の数」および「シードでない参加者の数」を変更してください。

手順２：ブロック数を選択する

 ブロックわけをする場合のブロック数を選択してください。ブロックわ

けをしない場合は、1 を選択してください。

※ 一つのブロックあたりの人数が１ページに入りきらない場合は、トーナ

メント表作成時に、ブロックが自動で２分割されます。（１ページに入る

数になるまで２分割された形になります。）
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手順３：１参加者の行数を選択する

 １参加者名の行数について、

[１行]
[２行]

のどちらかを選択してください。主にダブルス種目の場合に２行にする

ことを想定しています。

※ トーナメント表の作成方式で「トーナメント表の形を作成と同時に自

動抽選を行う」方式を選択している場合は、 トーナメント情報指定画

面では「１参加者の行数」を変更できません。変更したい場合は、 自

動抽選準備画面 に戻って変更してください。

 [２行]を選択すると、参加者の表示が 2 行になります。

＜入力画面＞            ＜表示画面＞

   

※ ダブルス種目の場合でも、

和田・佐竹（大宮高校）

などのように１行で入力する場合は、２行にする必要はありません。

※ ２行にして、2 行目に補足情報やふりがなを入力するという使い方もあ

ります。

 １参加者の行数は、トーナメント表作成後でも、大会前入力画面、試合

結果入力画面、出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン →[トーナメン

ト表の形の設定] で変更（自由に切り替え）することができます。
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手順４：トーナメント表の向きを選択する

 トーナメント表の向きについて、

[左右両方向ともあり]
[左から右のみ]
[右から左のみ]

のどれかを選択してください。

[左右両方向あり]を選択した場合の例
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[左から右のみ]を選択した場合の例

[右から左のみ]を選択した場合の例
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 トーナメント表の向きは、トーナメント表作成後でも、大会前入力画面、

試合結果入力画面、出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン →[トーナ

メント表の形の設定]で変更（自由に切り替え）することができます。

※ [左右両方向ともあり]を選択しても、参加数が「１ページに表示する最

大参加数」として選択した数の半分以下の場合、[左から右のみ]と同じ形

になります。
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手順５：１ページに表示する最大参加数を選択する

 １ページに表示する最大の参加数を選択してください。１ページあたり、

ここで選択した数以下（かつ表示できる最大数）になるようにページが

自動で割り振られます。

 １ブロックあたりの人数が、ここで選択した数より多い場合は、ブロッ

クが自動で２分割されます（１ブロックあたりの人数がここで選択した

数以下になるまで、ブロックは自動で 2 分割されていきます）。

 「参加者はダブルスか」と「トーナメント表の向き」で何を選択してい

るかによって、選択できる範囲が以下のように異なります。

[左右両方向ともあり] [左から右のみ] [右から左のみ]

[１行]
[8][16][32]
[64][128][256]

[4][8][16]
[32][64][128]

[4][8][16]
[32][64][128]

[２行]
[8][16][32]
[64][128]

[4][8][16]
[32][64]

[4][8][16]
[32][64]

 １ページに表示する最大参加数は、トーナメント表作成後でも、大会前

入力画面、試合結果入力画面、出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン

→[トーナメント表の形の設定]で変更（自由に切り替え）することがで

きます。

※ １ページに表示する最大参加数を多くすると、印刷やファイル作成の際

に参加者同士の間隔が狭くなります。参加者名の文字が重なってしまう

場合は、参加者名の文字の大きさを小さくするなどするとよいでしょう。
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[128]を選択した場合の例

[32]を選択した場合の例
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手順６：一回戦がない部分の表示方法を選択する

 トーナメントでは、参加数が２の累乗（・・、８、１６、３２、・・）ぴ

ったりでない場合、一回戦を行う参加者と行わない参加者ができます。

一回戦がない部分について、

[参加者がいない側に bye を設定]
[一回戦がない参加者は 1 段上げる]

のどちらかを選択してください。

[参加者がいない側に bye を設定]を選択した場合の例

[一回戦がない参加者は 1 段上げる]を選択した場合の例

※ 一回戦がない部分の表示方法は、トーナメント表作成後でも、大会前入

力画面、試合結果入力画面、出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン →

[トーナメント表の形の設定]で変更（自由に切り替え）することができ

ます。
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※ どこが一回戦がない部分になるかは、トーナメント表上のシード順位の

低い方から「bye」になるように自動で初期設定されます。 トーナメン

ト表上のシード順位のふられ方については「８－２、トーナメント表上

のシード順位のふられ方」（158 ページ）をご覧ください。

※ 一回戦がない部分は、トーナメント表作成後に手動で変更することもで

きます。（「８－４、一段上がる部分を変更する」165 ページ参照。）

※ トーナメント表作成後にトーナメント表の各場所のシード順位がどのよ

うになっているか知りたい場合は、大会前入力画面、試合結果入力画面、

出力イメージ画面で、[設定を変更]ボタン →[参加者名の設定]で、シー

ド順位を表示する設定にすると、シード順位が画面に表示されるように

なります。

手順７：シード順位をふるパターンを選択する

 シード順位をふるパターンについて、

[通常]
[テニス公式ルール]
[１回戦を後方の位置に]

のどれかを選択してください。２回戦からの出場者がいるトーナメント

表のとき（参加者が２の累乗ぴったりでないとき）は、この選択によっ

てトーナメント表の形も少し異なってきます。

※ トーナメント表上のシード順位のふられ方については「８－２、トーナ

メント表上のシード順位のふられ方」（158 ページ）をご覧ください。
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手順 8：試合番号を自動でつけるかを選択する

 試合番号を自動でつけるかについて、

[つけない]
[全体を通して]
[ラウンドごと]

のどれかを選択してください。 試合番号を自動でつける選択をすると、

簡易試合情報の入力欄に、試合番号が自動で初期セットされます。

[全体を通して]を選択した場合の例
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[ラウンドごと]を選択した場合の例

手順 9：[トーナメント表作成]ボタンを押す

 トーナメント表の形などについて選択ができたら、[トーナメント表作成]
ボタンを押してください。 0.1 秒から数秒程度でトーナメント表が作成

され、大会前入力画面 に移動します。トーナメント表の作成方式で「ト

ーナメント表の形を作成と同時に自動抽選を行う」方式を選択している

場合は、同時に自動抽選も行われます。
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３－４、参加者や大会情報などを入力する

（大会前入力画面）

参加者の入力、組み合わせの調整、簡易試合情報の入力やトーナメント表の

タイトルの入力などについて、大会前入力画面で行います。
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１：参加者名を入力する

 参加者名を入力欄に入力してください。

 トーナメント表の作成方式で「トーナメント表の形を作成と同時に自動

抽選を行う」方式を選択した場合は、自動抽選した結果が初期セットさ

れています。必要に応じて、組み合わせの調整などを行ってしてくださ

い。

※ 参加者の名前に「bye」（大文字小文字は問いません）と入力すると、そ

れは特別な意味を持ちます（「８－３、「bye」の持つ特別な意味」164 ペ

ージ）。

 各項目の長さは、メイン画面上で長さ変更用のバーをドラッグすること

で変更できます。
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 参加者名として、名前、所属、付属１～付属５の 7 項目を使用できます。

参加者名の設定を変更したい場合

o 使用する項目を変更したい。項目の並び順を変更したい。

o 文字の大きさ・色・配置などを変更したい

o 各場所のシード順位を表示させたい

・・・など

の場合は、[設定を変更]ボタン →[参加者名の設定]で設定画面を出現さ

せ、設定を変更してください。
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項目の数を増やした場合の例

各場所のシード順位を表示、左右で異なるの項目順、の例
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 登録者名簿を作成している場合は、名簿から選択して参加者を入力する

こともできます（「７、名簿の作成と管理」137 ページ）。
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 [参加者操作]ボタンから、参加者を一括で取り込んだりクリアしたりする

ことができます。二つの参加者の位置を簡単に入れ替えたり、同じ所属

どうしの対戦が何回戦で起こりうるかチェックすることもできます。

参加者の一括取り込みというのは、Excel ファイル上で作成した参加者

の一覧を、トーナメントマネージャーで取り込むことのできる機能です。

もともと Excel で参加者一覧のデータを持っている場合などに便利です。

一括取り込み用ファイルの作り方については、「８－１、参加者取り込み

用ファイルの作り方」（150 ページ）をご覧ください。

一括で取り込んだ参加者は、名前と所属のどちらも入力されていない場

所にセットされます（名前と所属のどちらかにすでに入力されている場

所はそのままとなります）。特定の参加者はトーナメント表上で入力し、

残りの参加者は一括で自動抽選して（同じ所属をばらけさせる場合は、



66

すでに入力された参加者も考慮されてばらけるようになります）取り込

むということもできます。

 [参加者操作]ボタン→[同じ名前があるかチェック]を実行すると、名前欄

に完全に同じ文字が入力されているものがないか自動でチェックできま

す。

 [参加者操作]ボタン→[同じ所属対戦チェック]を実行すると、同じ所属ど

うしの対戦が何回戦で起こりうるか自動でチェックできます。起こりう

る同じ所属どうしの対戦の一覧が表示されます。



67

 [参加者操作]ボタン→[他大会同じ対戦チェック]を実行すると、他大会の

試合と同じ組み合わせの試合があるかどうか自動でチェックできます。

ファイルを選択する画面が出現するので、トーナメントマネージャーで

保存した他大会のファイルを選択してください。同じ組み合わせの試合

かどうかの判定は、「名前」欄に入力されている文字列がそれぞれ同じだ

った場合、同じ組み合わせの試合と判定します。「名前」欄の文字列中の

スペースは除外して判定されます（「和田 志学」と「和田志学」は同じ

と判定）。対戦者が決定している試合についてチェックが行われれます

（試合結果が入力済みのデータの場合は、3 回戦や決勝戦などの試合も

チェック対象になりますが、試合結果が入力されていないデータの場合

は、最初の時点で対戦相手が決まっている試合のみが対象になります）。
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 参加者の名前や所属の一部を指定して参加者を検索することができます。

[参加者検索]ボタンを押すと、参加者を検索するための画面が出現します。
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２：簡易試合情報を入力する

 各試合の簡易情報を入力することができます。試合番号や試合の日時・

会場などを入力することを想定した項目です。入力しなくてもかまいま

せん。

 トーナメント情報指定画面で試合番号を自動でつける選択をした場合は、

試合番号が自動で初期セットされます。

※ 簡易試合情報入力欄は、試合番号を自動でつけない場合、初期状態では

表示されない設定になっています。簡易試合情報を入力したい場合は、

[設定を変更]ボタン →[簡易試合情報の設定]で、 [表示・入力する]に設

定をしてください。

※ 簡易試合情報の文字の大きさや色などの設定は、[設定を変更]ボタン →

[簡易試合情報の設定]で、変更することができます。
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 [試合情報クリア]ボタンを押すと、簡易試合情報に入力されている内容

を一括削除することができます。



71

３：ページタイトルを入力する

※ ページタイトルとは、 画面の上方中央にある項目で、ページごとに入力

できる項目です。大会名やそのページのブロック名などを入力すること

を想定した項目です。全体のページ数が 2 ページ以上の場合、そのペー

ジのブロック名が自動で初期設定されます。

 ページごとのタイトルを入力できます。 入力しなくてもかまいません。

※ ページタイトルの文字の大きさや色などの設定は、 [設定を変更]ボタン

→[ページタイトル表示の設定] で変更することができます。
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４：トーナメント表の上部・下部に表示する文字を入力する

 トーナメント表の上部・下部に表示する文字を入力できます。 複数行入

力できます。入力しなくてもかまいません。

 設定によって、全てのページで共通の内容にするか、ページごとに入力

するか選択できます。

 下部の文字は、設定によって、トーナメント表にくいこませるようにす

ることもできます。
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※ トーナメント表の上部・下部に表示する文字の設定は、 [設定を変更]ボ
タン → [上部の文字の設定] および [下部の文字の設定] で変更するこ

とができます。
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３－５、試合結果を入力する

（試合結果入力画面）

勝利線やスコアなどの入力は、試合結果入力画面で行います。試合結果入力画

面では、トーナメント表の横線を左クリックすることで勝利線を引くことができ

ます。
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１：勝利線を引く

 試合結果入力画面では、トーナメント表の横線を左クリックすることで、

勝利線を引くことができます。

 すでに勝利線が引かれている場合は、勝利線が取り消されます。

 対戦相手側にすでに勝利線が引かれている場合は、対戦相手側の勝利線

は取り消されます。

 スコアを試合結果詳細画面で入力している場合は、スコア入力後にも自

動で勝利線が引かれます。
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※ トーナメント表の線の色や勝利線の色などは、[設定を変更]ボタン →[線
と背景の色の設定]で変更することができます。
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２：スコアなどを入力する

 試合のスコアなどを入力することができます。スコアの表示・入力場所

は、設定変更画面でいくつかのパターンから選択できます。試合結果の

管理方式の設定で、[表上に最終スコアのみ]を選択している場合は、ト

ーナメント表上の入力欄に入力してください。試合の詳細を入力する管

理方式を選択している場合は、[詳細]ボタンを押してスコアなどを入力す

る画面を開き、入力してください。

[かどになっている部分に入力・表示]の例

[線の上部に入力・表示]の例
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[線の上部と下部に入力・表示]の例

[T 字部分に入力・表示]の例
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詳細（サッカーなどのケース）を入力する場合の例
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※ スコアの位置や文字の大きさ、色などの設定変更は、[設定を変更]ボタン

→[試合結果の設定]で行うことができます。試合詳細の管理方式（テニス

用にするかやサッカー用にするかなど）の設定変更も、 [設定を変更]ボ
タン →[試合結果の設定]で行うことができます。
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 [結果クリア]ボタンを押すと、勝利線およびスコアを一括削除することが

できます。



84

※１：参加者の成績や戦績を見る

試合結果入力画面では、勝利線の入力状態などから判断される参加者の成績の

一覧を見ることができます。[成績一覧]ボタンを押してください。成績一覧の画

面が出現します。一覧は、成績順や所属ごとに並べ替えることができます。

※ 相手側が「bye」となっている部分は、勝利線が引かれていなくても、次の

ラウンドに進んでいるものと判断されます（「８－３、「bye」の持つ特別な

意味」164 ページ）。
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 成績一覧表画面で[戦績]ボタンを押すと、戦績画面が出現します。
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 戦績画面で[詳細]ボタンを押すと、試合結果の詳細画面が出現します。

※ 試合結果の管理方式で[表上に最終スコアのみ]を選択している場合は、

戦績画面に詳細ボタンは出現しません。
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※２：大会進行状況を見る

試合結果入力画面では、勝利線の入力状態などから計算された残り試合数など

を見ることができます。[進行状況詳細]ボタンを押すと、ラウンドごとの残り試

合数や、試合待ち一覧（対戦者が決定していて終了していない試合一覧）を表示

する画面が出現します。
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※３：試合場所を管理する

試合結果入力画面では、どの試合場所でどの試合が行われているか管理する画

面が使用できます。[試合場所管理]ボタンを押してください。試合場所管理のた

めの画面が出現します。
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※４：勝者を自動で表示する機能

勝利線の入力状況から判断される勝者を、トーナメント表に自動で表示させる

ことができます。[設定を変更]ボタン→[試合結果の設定]を選択し、出現した画

面の[勝者の自動表示]項目で勝者を表示させる設定にします。勝者表示の仕方に

ついては、さらに[勝者表示の設定を変更]ボタンを押して細かく設定できます。

勝者を表示させる場合は、参加者を入力する際に、名前や所属の他に勝者名とし

て表示するための名前も入力しておくとよいでしょう。
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※５：トーナメント表の上位部分のみを自動で表示させる機能

試合結果入力画面と出力イメージ画面では、勝利線の入力状況および「bye」
（「８－３、「bye」の持つ特別な意味」164 ページ）の入力状況から判断される

トーナメント表の上位部分のみを自動で表示させることができます。試合結果入

力画面または出力イメージ画面で[設定を変更]ボタン→[トーナメント表の形の

設定]を選択し、出現した画面の[表示範囲]項目で表示させる範囲を指定します。

上位部分のみを表示させると、上位部分の結果入力がしやすくなったり、公開す

る情報を簡単に調整したりできるので、状況に応じてうまくし利用してみましょ

う。また、参加数が多くてどうしてもトーナメント表が自動で複数ページに分割

されてしまう場合でも、上位部分のみを表示させれば、１ページに全体がおさま

り、上位の試合の結果も入力できるようになります。
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※６：賞状作成支援機能

賞状の枠だけ印刷された用紙を購入してきて賞状を作成する場合、賞状の中身

は自分で作成する必要があります。賞状作成支援機能は、パソコンを使って賞状

の中身を作成するのを支援する機能です。賞状の中身の雛形（Word ファイル）

を提供し、入賞者（上位４名）の名前を自動で記入します。試合結果入力画面で、

トーナメント表の頂上付近にある[賞状作成]ボタンを押して起動します。
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４、データの保存と読み込み

トーナメント表のデータは、ファイルに保存しておくことができます。作業を

終了するときなどはデータをファイルに保存しておきましょう。

 データの保存は、自動抽選準備画面、 大会前入力画面、試合結果入力画

面、 出力イメージ画面 などで行うことができます。

 データの読み込みは、 タイトル画面、 自動抽選準備画面、 トーナメン

ト情報指定画面、 参加名入力画面、 試合結果入力画面、 出力イメージ

画面 で行うことができます。

４－１、データをファイルに保存する ...................................................... 96
４－２、データをファイルから読み込む................................................... 99
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４－１、データをファイルに保存する

 データの保存は、自動抽選準備画面、 大会前入力画面、試合結果入力画

面、 出力イメージ画面 などで行うことができます。

 画面上にある [保存]ボタンを押してください。

直近に保存した(もしくは読み込んだ)ファイルがある場合は、保存方式を選択

する画面が出現します。

 直近に保存した(もしくは読み込んだ)ファイルに上書き保存するか、新し

くファイルを作成して保存するか選択してください。

新しくファイルを作成して保存する場合は、ファイル名（と保存する場所）を

指定する手順に移ります。
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手順１：案内画面でこの後の操作を確認する

 新しくファイルを作成して保存する場合、まずこの後の操作を案内する

画面が出現します。

 案内の内容を確認して、[OK]ボタンを押してください。保存するファイ

ルの名前（と場所）を指定する画面が出現します。

※ 保存するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してください。元の

画面に戻ります。

手順２：保存するファイルの名前（と場所）を指定する

 保存するファイルの名前（と場所）を指定して、[保存(S)]ボタンを押し

てください。保存ファイルの作成が開始されます。
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※ 保存するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してください。元の

画面に戻ります。

※ 指定したファイル名と同じ名前のファイルが既に存在する場合は、上書

きしてよいか確認の画面が出現します。

＜上書きする場合＞

o [はい]ボタンを押してください。上書きして現在の状態をファイ

ルに保存します。

＜上書きしない場合＞

o [いいえ]ボタンを押してください。保存するファイルの名前（と

場所）を指定する画面に戻ります。

手順３：保存ファイルの作成が完了するまで 0.1 秒から 5 秒程度待つ

 保存ファイルの作成完了まで、0.1 秒から 5 秒程度お待ちください。（参

加者数が多いほど時間がかかります。また、お使いのコンピュータによ

ってかかる時間が異なります。）

 保存ファイルの作成が完了すると、保存ファイルの作成が完了したこと

を知らせる画面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。元の画面に戻ります。以上で保存の手順

は完了です。
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４－２、データをファイルから読み込む

 データの読み込みは、すべてのメイン画面（ タイトル画面、自動抽選準

備画面、トーナメント情報指定画面、大会前入力画面、 試合結果入力画

面、 出力イメージ画面 ）で行うことができます。

 画面上にある[以前に保存したデータを読み込む]ボタンまたは[読込]ボ
タンを押してください。

※ データを読み込むと、現在作業中の状態は失われてしまいます。必要に

応じて保存（96 ページ）をしておいてください。
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手順１：案内画面でこの後の操作を確認する

 [以前に保存したデータを読み込む]ボタン または[読込]ボタンを押すと、

この後の操作を案内する画面が出現します。

 案内の内容を確認して、[OK]ボタンを押してください。読み込むファイ

ルを指定する画面が出現します。

※ データを読み込むのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してくださ

い。元の画面に戻ります。

※ 現在の状態を保存しておく場合は、[保存]ボタンを押してください。保存

の手順（「４－１、データをファイルに保存する」96 ページ）に進みま

す。保存の手順が終わると、この画面に戻ってきます。

※ タイトル画面およびトーナメント情報入力画面で読み込みを行う場合は、

保存ボタンはありません。

手順２：読み込むファイルを指定する
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 読み込むファイルを指定してください。データの読み込みが開始されま

す。

※ ファイルから読み込むのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してく

ださい。元の画面に戻ります。

手順３：読み込みが完了するまで 0.1 秒から 10 秒程度待つ

 データの読み込みが完了するまで、0.1 秒から 10 秒程度お待ちください。

（読み込むデータの参加者数が多いほど時間がかかります。また、お使

いのコンピュータによってかかる時間が異なります。）

 データの読み込みが完了すると、読み込みが完了したことを知らせる画

面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。以上で読み込みの手順は完了です。
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手順※：ファイルが読み込めなかった場合

 指定したファイルが読み込めなかった場合、ファイルが読み込めなかっ

たことを知らせる画面が出現します。

 内容を確認し、[OK]ボタンを押してください。元の画面に戻ります。

 ファイルが読み込めない原因としては、

o トーナメントマネージャーで保存したデータファイルではない

o トーナメントマネージャーのバージョンが違うデータで、保存し

たバージョンのデータが読み込めないケースに該当している

o ファイルが何らかの理由で壊れてしまっている

ことなどが考えられます。



103

５、印刷とファイル作成

作成したトーナメント表は、印刷、PDF ファイル作成、Excel ファイル作成、

HTML ファイル作成、PNG ファイル作成を行うことができます。

５－１、印刷する .................................................................................. 104
５－２、PDF ファイルを作成する.......................................................... 107
５－３、Excel ファイルを作成する .........................................................112
５－４、HTML ファイルを作成する ...................................................... 120
５－５、PNG ファイルを作成する ......................................................... 125
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５－１、印刷する

 印刷は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力イメージ画面 で行

うことができます。

 [印刷]ボタンを押してください。

※ お使いのパソコンで印刷ができる状態にしておいてください。

手順１：印刷するページの範囲や用紙の大きさなどを指定する

 [印刷]ボタンを押すと、印刷するページの範囲や用紙の大きさなどを指定

する画面が出現します。
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 印刷するページの範囲や用紙の大きさなどを指定して、[OK]ボタンを押

してください。印刷する部数などを指定する画面が出現します。

※ 全体で 1 ページしかない場合は、ページの範囲を指定する選択欄はあり

ません。

※ 印刷するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してください。元の

画面に戻ります。

手順２：印刷する部数などを指定する

 用紙の大きさなどを指定する画面で[OK]ボタンを押すと、印刷する部数

などを指定する画面が出現します。

 印刷する部数などを指定して[OK]ボタンを押してください。印刷するた

めの処理が開始されます。

 「印刷範囲」は常に[すべて]が選択された状態になりますが、前の画面で

指定したページの範囲が印刷されます。

※ 印刷するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してください。元の

画面に戻ります。



106

手順３：印刷が開始されるまで数秒から 10 数秒程度待つ

 印刷する部数などを指定する画面で[OK]ボタンを押すと、印刷するため

の処理が開始されます。

 印刷が開始されるまで、数秒から 10 数秒程度お待ちください。（印刷す

る量が多いほど時間がかかります。また、お使いのコンピュータによっ

てかかる時間が異なります。）

 印刷が開始されます。以上で印刷の手順は完了です。
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５－２、PDF ファイルを作成する

 PDF ファイルの作成は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力イ

メージ画面 で行うことができます。

 [ファイル作成]ボタン → [PDF ファイルを作成]を選択してください。

＜PDF ファイルとは＞

Windows、UNIX、Mac などのシステムの違いによらず同じ文書を表示するこ

とができるファイル形式です。「Adobe Reader」（無料で配布されています）な

どのソフトがあれば閲覧することができます。

ファイルサイズも比較的小さく、印刷もきれいにできます。ホームページ上や

E メールで文書を配布したりするのに便利です。
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手順１：出力するページの範囲や用紙の大きさなどを指定する

 [PDF ファイルを作成]を選択すると、PDF ファイルに出力するページの

範囲や用紙の大きさなどを指定する画面が出現します。

 PDF ファイルに出力するページの範囲や用紙の大きさなどを指定して、

[OK]ボタンを押してください。作成する PDF ファイルの名前（と場所）

を指定する画面が出現します。

※ 全体で 1 ページしかない場合は、ページの範囲を指定する選択欄はあり

ません。

※ PDF ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。



109

手順２：作成する PDF ファイルの名前（と場所）を指定する

 作成する PDF ファイルの名前（と場所）を指定して、[保存(S)]ボタンを

押してください。PDF ファイルの作成が開始されます。

※ PDF ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

※ PDF ファイルではファイル名の末尾に「.pdf」（大文字小文字は問わない）

をつける必要がありますが、指定したファイル名の末尾に「.pdf」がつ

いていなければ、自動でファイル名の末尾に「.pdf」がつきます。

※ 指定したファイル名と同じ名前のファイルが既に存在する場合は、上書

きしてよいかの確認画面が出現します。
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＜上書きする場合＞

o [はい]ボタンを押してください。上書きして PDF ファイルを作

成します。

＜上書きしない場合＞

o [いいえ]ボタンを押してください。作成する PDF ファイルの名

前（と場所）を指定する画面に戻ります。

手順３：PDF ファイルの作成が完了するまで 0.1 秒から 10 秒程度

待つ

 PDF ファイルの作成完了まで、0.1 秒から 10 秒程度お待ちください。（参

加者数が多いほど時間がかかります。また、お使いのコンピュータによ

ってかかる時間が異なります。）

 PDF ファイルの作成が完了すると、PDF ファイルの作成が完了したこ

と知らせる画面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。作成した PDF ファイルが開きます。以

上で PDF ファイル作成の手順は完了です。

※ PDF ファイルを見るには、PDF ファイルを見るソフトウェア（Adobe 
Reader など）が必要です。
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５－３、Excel ファイルを作成する

 Excel ファイルの作成は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力

イメージ画面 で行うことができます。

 [ファイル作成]ボタン →[Excel ファイルを作成]を選択してください。

※ Excel ファイルを作成するには、お使いのコンピュータで Microsoft 
Excel が動作することが必要です。また、お使いのコンピューターの

Excel の、マクロのセキュリティ設定で、「マクロ」が使用できるような

っている必要があります。

※ Excel のマクロセキュリティ設定については、「８－５、Excel のマクロ

セキュリティ設定について」(168 ページ)をご覧ください。

※ Excel ファイル作成は、同時に複数実行しないでください。正常にファ

イル作成ができません。
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手順１：案内画面でこの後の操作を確認する

 [Excel ファイルを作成]を選択すると、この後の操作を案内する画面が出

現します。

 案内の内容を確認して、[OK]ボタンを押してください。作成する Excel
ファイルの名前（と場所）を指定する画面が出現します。

※ Excel ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

手順２：作成する Excel ファイルの名前（と場所）を指定する

 作成する Excel ファイルの名前（と場所）を指定して、[保存(S)]ボタン

を押してください。Excel ファイルを作成するための処理が開始されま

す。
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※ Excel ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

※ Excel ファイルではファイル名の末尾に「.xls」（大文字小文字は問わな

い）をつける必要がありますが、指定したファイル名の末尾に「.xls」が

ついていなければ、自動でファイル名の末尾に「.xls」がつきます。

※ 指定したファイル名と同じ名前のファイルが既に存在する場合は、上書

きしてよいかの確認画面が出現します。

＜上書きする場合＞

o [はい]ボタンを押してください。上書きして Excel ファイルを作

成します。

＜上書きしない場合＞

o [いいえ]ボタンを押してください。作成する Excel ファイルの名

前（と場所）を指定する画面に戻ります。

手順３：Excel ファイルが開くまで 1 秒から数十秒程度待つ

 1 秒から 10 秒程度待つと、Excel ファイル（この時点ではまだ中身はセ

ットされていない）が開きます。（参加者数が多いほど開くまでに時間が

かかります。また、お使いのコンピュータによってかかる時間が異なり

ます。）Excel ファイルが自動で開かない場合は、手動で開いてください。
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Excel2003 などで、マクロのセキュリティレベルを「中」にしている場合

などは、Excel ファイルが開くときに、マクロを有効にするかを選択する画

面が出現します。 その場合は、[マクロを有効にする(E)]ボタンを押して、

Excel ファイルを開いてください。

[マクロを無効にする(D)]ボタンを押して Excel ファイルを開いてしまっ

た場合は、すぐに（この後再び Excel ファイル作成を行う前に）、その Excel
ファイルを一旦閉じて開きなおせば、マクロを有効にするか選択するところ

からやり直すことができます。

 Excel ファイルが自動で開いた時点では、まだ Excel ファイルの中にト

ーナメント表は入力されていません。

手順４：Excel ファイルの中身がセットされるまで待つ

 Excel ファイルが開くと、Excel ファイルの中に自動でトーナメント表が

入力されていきます。Excel ファイルの中身がすべてセットされるまで、

数秒から数分程度お待ちください。（トーナメント表の参加者数が多いほ

ど時間がかかります。また、お使いのコンピュータによってかかる時間

が異なります。）
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Excel2007 以降で、マクロの設定で [警告を表示してすべてのマクロを無

効にする(D)] などを選択していると、Excel ファイルが開いたときに、Excel
画面の上部に、 [セキュリティの警告 マクロが無効にされました。]などの

メッセージが表示され、トーナメント表が自動で入力されない場合がありま

す。 その場合は、そのメッセージの右にある[コンテンツの有効化]ボタンを

押して、マクロを実行してください。

[セキュリティの警告 マクロが無効にされました。]などのメッセージの

すぐ右に [オプション]ボタンがある場合は、そのボタンを押し、出現した画

面で、[このコンテンツを有効にする(E)]を選択して[OK]ボタンを押してくだ

さい。
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自動入力中に「互換性チェック」の画面が表示された場合は、[続行(C)]ボ
タンを押して続行してください。
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 Excel ファイルの中身がすべてセットされると、作成完了を知らせる画

面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。以上で Excel ファイル作成の手順は完了

です。

※ 作成が完了した後の Excel ファイルではマクロは使用されることはない

ので、マクロを有効にして開いても無効にして開いても違いありません。
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５－４、HTML ファイルを作成する

 HTML ファイルの作成は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力

イメージ画面 で行うことができます。

 [ファイル作成]ボタン →[HTML ファイルを作成]を選択してください。
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手順１：成績一覧などへのリンクをつけるか指定する

 [HTML ファイルを作成]を選択すると、成績一覧などへのリンクをつけ

るかを指定する画面が出現します。

 リンクの有無を指定して、[OK]ボタンを押してください。作成する

HTML ファイルの名前（と場所）を指定する画面が出現します。

※ HTML ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押

してください。元の画面に戻ります。

手順２：作成する HTML ファイルの名前（と場所）を指定する

 作成する HTML ファイルの名前（と場所）を指定して、[保存(S)]ボタン

を押してください。HTML ファイルの作成が開始されます。
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※ HTML ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押

してください。元の画面に戻ります。

※ HTML ファイルではファイル名の末尾に「.html」または「.htm」（大文

字小文字は問わない）をつける必要がありますが、指定したファイル名

の末尾に「.html」または「.htm」がついていなければ、自動でファイル

名の末尾に「.html」がつきます。

※ 作成されるファイル名と同じ名前のファイルが既に存在する場合は、上

書きしてよいかの確認画面が出現します。

＜上書きする場合＞

o [はい]ボタンを押してください。上書きして HTML ファイルを

作成します。

＜上書きしない場合＞

o [いいえ]ボタンを押してください。作成する HTML ファイルの

名前（と場所）を指定する画面に戻ります。



123

手順３：HTML ファイルの作成が完了するまで 0.1 秒から 10 秒程

度待つ

 HTML ファイルの作成完了まで、0.1 秒から 10 秒程度お待ちください。

（参加者数が多いほど時間がかかります。また、お使いのコンピュータ

によってかかる時間が異なります。）

 複数ページある場合、ページの数だけファイルが作成されます。

 成績一覧などへのリンクをつけるようにした場合、リンク先のファイル

も同時に作成されます。

 HTML ファイルの作成が完了すると、HTML ファイルの作成が完了し

たこと知らせる画面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。作成した HTML ファイルが開きます。

以上で HTML ファイル作成の手順は完了です。

※ HTML ファイルを閲覧するには、Microsoft Internet Explorer などのブ

ラウザが必要です。

※ フォルダ名の末尾に「_results」とついたフォルダには、リンク先の

HTML ファイルが入っています。ホームページに掲載するときなどは一

緒にアップロードすることを忘れないようにしてください。リンクをつ

けないようにした場合は、このフォルダは作成されません。
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５－５、PNG ファイルを作成する

 PNG ファイルの作成は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力イ

メージ画面 で行うことができます。

 [ファイル作成]ボタン → [PNG ファイルを作成]を選択してください。

＜PNG ファイルとは＞

PNG ファイルとは、主に WEB ページ（ホームページ）で使用することを目

的として開発された画像ファイル形式です。豊富な色を表現でき、画像の一部（例

えば背景など）を透明にすることもできます。

ただし、「古い（だいたい 10 年以上前の）ブラウザでは見ることができない」、

「普通に使うと Internet Explorerのversion6以前では画像の透明部分が透明に

ならない」といった点に注意が必要です。
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手順１：出力するページの範囲や画像の大きさなどを指定する

 [PNG ファイルを作成]を選択すると、PNG ファイルに出力するページ

の範囲や画像の大きさなどを指定する画面が出現します。

 PNG ファイルに出力するページの範囲や画像の大きさなどを指定して、

[OK]ボタンを押してください。作成する PNG ファイルの名前（と場所）

を指定する画面が出現します。

※ 全体で 1 ページしかない場合は、ページの範囲を指定する選択欄はあり

ません。

※ PNG ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

手順２：背景を指定する
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 背景について、透明にするか、白くするか、トーナメントマネージャー

画面の背景と同じ色にするかを選択してください。

※ PNG ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

手順３：作成する PNG ファイルの名前（と場所）を指定する

 作成する PNG ファイルの名前（と場所）を指定して、[保存(S)]ボタン

を押してください。PNG ファイルの作成が開始されます。

※ PNG ファイルを作成するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押し

てください。元の画面に戻ります。

※ PNG ファイルではファイル名の末尾に「.PNG」（大文字小文字は問わな

い）をつける必要がありますが、指定したファイル名の末尾に「.PNG」

がついていなければ、自動でファイル名の末尾に「.PNG」がつきます。

※ 作成されるファイル名と同じ名前のファイルが既に存在する場合は、上

書きしてよいかの確認画面が出現します。
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＜上書きする場合＞

o [はい]ボタンを押してください。上書きして PNG ファイルを作

成します。

＜上書きしない場合＞

o [いいえ]ボタンを押してください。作成する PNG ファイルの名

前（と場所）を指定する画面に戻ります。

手順４：PNG ファイルの作成が完了するまで 0.1 秒から 10 秒程度

待つ

 PNG ファイルの作成完了まで、0.1 秒から 10 秒程度お待ちください。（参

加者数が多いほど時間がかかります。また、お使いのコンピュータによ

ってかかる時間が異なります。）

 複数ページある場合、ページの数だけファイルが作成されます。

 PNG ファイルの作成が完了すると、PNG ファイルの作成が完了したこ

と知らせる画面が出現します。

 [OK]ボタンを押してください。作成した PNG ファイルが開きます。以

上で PNG ファイル作成の手順は完了です。
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６、設定の変更

トーナメント表についての設定（トーナメント表の形や、参加者名の長さ、ス

コアの表示位置など）の変更は、大会前入力画面、 試合結果入力画面、 出力イ

メージ画面 で行うことができます（参加者名の設定は、 自動抽選準備画面 で

も変更することができます）。見た目を整えたり、状況によって作業しやすい形

に変更したりしましょう。

 [設定を変更]ボタンを押し、変更したい設定を選択してください。

 各設定を変更するための画面が出現したとき、各設定項目は現在の設定

が選択されています。

 変更したい設定の項目を変更し、[OK]ボタンを押してください。

※ 設定を変更するのをやめる場合は、[キャンセル]ボタンを押してください。

項目を変更していても、設定が変更されずに元の画面に戻ります。
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トーナメント表の形の設定

 １参加者の行数（１行か２行か）

 トーナメント表の向き（右向きのみか、左向きのみか、左右両方向とも

ありか）

 １ページに表示する最大参加数

 一回戦がない部分の表示方法 （参加者がいないところは「bye」と入力

するか、それとも一段上げるか）

 表示範囲（一回戦からすべて表示するか、二回戦以降や三回戦以降のみ

表示するか。この設定は試合結果入力画面と出力イメージ画面でのみ有

効となります）

参加者名の設定

 使用する項目（番号、名前、所属、場所のシード順位、付属１～付属５）

 各項目の並び順（トーナメント表の左側と右側についてそれぞれ）

 各項目の長さ

 下線をつけるか

 大会前入力画面で、名簿から入力を行うか（画面に「名簿」ボタンを表

示するか）

 名前、所属の表示・入力対象（通常か、略名か）

 各項目の配置（左寄せか、右寄せか、中央寄せか、均等割りか）

 各項目の前後の、かっこの表示

 各項目の、文字の大きさ

 各項目の、文字の色

 参加者の番号の採番単位（全体を通してふるか、ブロックごとにふるか）

 トーナメント表上のシード順位の採番単位（全体を通してふるか、ブロ

ックごとにふるか）

 トーナメント表上のシード順位の表示範囲（何位から何位までを表示す

るか）



133

簡易試合情報の設定

 表示・入力するか

 文字の大きさ

 文字の色

試合結果の設定

 試合結果の管理方式（トーナメント表上に最終スコアのみ入力するか、

試合結果詳細画面で試合の詳細も入力するか）

 スコアの表示・入力（スコアの表示・入力を行うか、行う場合はどこに

表示するか）

 勝者の表示（勝者の自動表示を行うか、行う場合はどこに表示するか）

試合詳細画面からトーナメント表への連携の設定（試合結果の設定画

面から移動）

 勝者の判定

 トーナメント表上に連携するスコア

 スコアの順序

 スコア間の文字

 詳細スコア間の文字

スコア表示の設定（試合結果の設定画面から移動）

 文字の大きさ

 文字の色
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勝者表示の設定（試合結果の設定画面から移動）

 使用する項目（番号、名前、所属、場所のシード順位、付属１～付属５）

 各項目の並び順（トーナメント表の左側と右側についてそれぞれ）

 各項目の長さ

 名前、所属の表示対象（通常か、略名か）

 各項目の配置（左寄せか、右寄せか、中央寄せか、均等割りか）

 各項目の前後の、かっこの表示

 各項目の、文字の大きさ

 各項目の、文字の色

ページタイトルの設定

 表示・入力するか

 下線をつけるか

 文字の大きさ

 文字の色

上部の文字の設定

 入力単位（複数ページある場合に、すべてのページで共通か、ページご

とに入力するか）

 文字の大きさ

 文字の色

下部の文字の設定

 入力単位（複数ページある場合に、すべてのページで共通か、ページご

とに入力するか）

 複数行の場合の展開方向（複数行入力した場合に、全体がトーナメント

表より下のスペースにおさまるよう下に伸ばしていくか、トーナメント

表にくいこむよう上に伸ばしていくか）

 文字の大きさ

 文字の色
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ページ番号表示の設定

 表示するか

 文字の大きさ

 文字の色

ラウンド表示の設定

 表示するか

 表示言語（「～R」「SF」「F」などの英語か、「一回戦」「準決勝」「決勝」

などの日本語か）

 決勝表示する範囲（上の方のラウンドを、「準決勝」などと表示するか、

「～回戦」などと表示するか）

 文字の大きさ

 文字の色

線と背景の色の設定

 通常線の色

 勝利線の色

 画面の背景の色
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７、名簿の作成と管理

登録者名簿を作成しておくと、名簿から選択するだけで参加者が入力できます。

いつもだいたい同じ参加者が出場する大会などを管理している場合などは、登録

者名簿を作成しておくと便利です。

 登録者名簿を作成しておくと、次のような利点があります。

o 名簿から選択するだけで参加者名を入力できるので、入力の手間

がはぶけます。操作も簡単になります。

o 名簿に正しく登録しておけば、入力ミスの心配がありません。

o 略名や付属項目なども常に同時に入力できます。

７－１、登録者名簿の編集 ..................................................................... 138
７－２、登録者情報の入力 ..................................................................... 141
７－３、名簿の管理 ............................................................................... 147



138

７－１、登録者名簿の編集

 登録者名簿の編集は、 タイトル画面、 自動抽選準備画面などから行う

ことができます。
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 登録者名簿の編集画面では、登録者の追加、登録者情報の変更、登録者

の削除などが行えます。

 名簿の内容は、随時自動で記憶されます。

 [一括操作]ボタンから、 登録者を一括で登録したり削除したりすること

ができます。
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登録者の一括登録というのは、Excel ファイル上で作成した登録者の一覧

を、トーナメントマネージャーで取り込んで登録できることのできる機能で

す。もともと Excel で参加者一覧のデータを持っている場合などに便利です。

一括登録用ファイルの作り方については、「８－１、参加者取り込み用ファ

イルの作り方」（150 ページ）をご覧ください。
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７－２、登録者情報の入力

 登録者名簿に登録する登録者情報を入力するための画面です。

 登録者の情報を入力し、[登録]ボタンを押してください。

 使用しない項目は、何も入力しなくてかまいません。

〔１〕、[説明書]ボタン

 この画面の使い方を見たいときに押してください。画面ガイドを、この

画面の説明ページを開いた状態で起動します。

〔２〕、登録先名簿、登録 No.
 登録先名簿と登録 No.の表示です。登録 No.は自動でふられます。
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〔３〕、名前入力欄

 登録する者の名前を入力してください。

 トーナメントマネージャーでトーナメントの参加者を名簿から入力した

ときに、名前欄にセットされます。

〔４〕、名前略入力欄

 登録する者の名前略を入力してください。

 トーナメントマネージャーでトーナメントの参加者を名簿から入力した

ときに、名前略欄にセットされます。

 大会によって表示する名前が異なったりする場合（ある大会はフルネー

ムで、ある大会は苗字のみなど）や、勝者表示のとき用などに利用する

と便利です。

 「名前」より文字数が多くてもかまいません。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔５〕、所属の入力方式

 登録する者の所属（チーム名、団体名など）の入力について、登録者名

簿上で直接入力するか、所属名簿を作成してその所属名簿から選択する

かのどちらかを選択してください。

 所属名簿から選択しておくと、所属の名称が変わった場合などでも、所

属名簿を変更すれば、その所属の登録者の所属表示も自動で変更されま

す。

 所属の項目を使用しない場合は、直接入力を選択しておいてください。

〔７〕、所属入力欄

 所属の入力方式で直接入力を選択している（登録者名簿上で所属を直接

入力する）場合に、登録する者の所属（チーム名、団体名など）を入力

してください。

 トーナメントマネージャーでトーナメントの参加者を名簿から入力した

ときに、所属欄にセットされます。

 トーナメントマネージャーで同じ所属どうしをばらけるようにして自動

抽選をする際は、この所属が完全に同じ文字列である参加者どうしが、

同じ所属として認識されます。（所属に何も入力されていない参加者どう

しは、すべて異なる所属として認識されます。）

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

 所属の入力方式で[所属から選択]を選択している場合は、この入力欄は画

面にありません。
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〔８〕、所属略入力欄

 所属の入力方式で直接入力を選択している（登録者名簿上で所属を直接

入力する）場合に、登録する者の所属略（チーム名、団体名など）を入

力してください。

 トーナメントマネージャーでトーナメントの参加者を名簿から入力した

ときに、所属略欄にセットされます。

 大会によって表示する名前が異なったりする場合（ある大会は正式名称

で、ある大会は通称など）や、勝者表示のとき用などに利用すると便利

です。

 「所属」より文字数が多くてもかまいません。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

 所属の入力方式で[所属から選択]を選択している場合は、この入力欄は画

面にありません。

〔９〕、所属内順位選択欄

 登録者の所属内順位を 1 から 99 の範囲の整数で入力してください。

 トーナメントマネージャーで所属内順位を意識して自動抽選を行う際に

利用できます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。何も入

力しないと、自動で 1 がセットされます。

〔10〕、郵便番号入力欄

 登録者の住所の郵便番号を入力できます。トーナメント表作成の際には

利用されません。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔11〕、住所入力欄

 登録者の住所を入力できます。トーナメント表作成の際には利用されま

せん。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。
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〔12〕、電話番号１入力欄

 登録者の電話番号を入力できます。トーナメント表作成の際には利用さ

れません。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

 携帯電話の普及に伴い、二つ目の電話がある場合などを考慮し、電話番

号の項目は二つ用意してあります。一つは緊急連絡先、もう一つは通常

の連絡先などとしてもよいかもしれません。

〔13〕、電話番号２入力欄

 登録者の電話番号を入力できます。トーナメント表作成の際には利用さ

れません。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔14〕、Ｅメール１入力欄

 登録者の電子メールアドレスを入力できます。トーナメント表作成の際

には利用されません。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

 携帯電話の普及などに伴い、二つ目のメールアドレスがある場合などを

考慮し、Ｅメールの項目は二つ用意してあります。一つは緊急連絡先、

もう一つは通常の連絡先などとしてもよいかもしれません。

〔15〕、Ｅメール２入力欄

 登録者の電子メールアドレスを入力できます。トーナメント表作成の際

には利用されません。登録者の管理のためなどにご利用ください。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔16〕、数値１入力欄

 登録者の情報として何か数値で入力したいものがあれば、入力してくだ

さい。

 トーナメントマネージャーの名簿では、この数値の順番で並べ替えるこ

とができます。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。
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〔17〕、数値２入力欄

 登録者の情報として何か数値で入力したいものがあれば、入力してくだ

さい。

 トーナメントマネージャーの名簿では、この数値の順番で並べ替えるこ

とができます。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔18〕、数値３入力欄

 登録者の情報として何か数値で入力したいものがあれば、入力してくだ

さい。

 トーナメントマネージャーの名簿では、この数値の順番で並べ替えるこ

とができます。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔19〕、その他１入力欄

 登録者の情報として何か入力したいものがあれば、入力してください。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔20〕、その他２入力欄

 登録者の情報として何か入力したいものがあれば、入力してください。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔21〕、その他３入力欄

 登録者の情報として何か入力したいものがあれば、入力してください。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。
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〔22〕、その他４入力欄

 登録者の情報として何か入力したいものがあれば、入力してください。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔23〕、その他５入力欄

 登録者の情報として何か入力したいものがあれば、入力してください。

 トーナメントマネージャーで名簿から選択して参加者を入力する際、付

属項目にセットさせることができます。

 この項目を使用しない場合は、何も入力しなくてかまいません。

〔24〕、[登録]ボタン

 登録者情報の入力ができたら押してください。入力した内容が登録され、

元の画面に戻ります。

〔25〕、[キャンセル]ボタン

 入力・変更した情報を登録しない場合に押してください。入力・変更し

た情報を登録せずに、元の画面に戻ります。
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７－３、名簿の管理

 登録者名簿の管理（登録者名簿の追加、登録者名簿名の変更、登録者名

簿の削除、登録者名簿の状態をファイルに退避、登録者名簿の状態をフ

ァイルから復元）ができます。

 登録者名簿の内容は、随時自動で記憶されます。

 名簿の状態をファイルに退避しておくと、名簿を誤って編集してしまっ

た場合などでも、名簿データを復元することによって退避したときの状

態に戻すことができます。
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８、活用情報

８－１、参加者取り込み用ファイルの作り方 .......................................... 150
８－２、トーナメント表上のシード順位のふられ方................................ 158
８－３、「bye」の持つ特別な意味........................................................... 164
８－４、一段上がる部分を変更する ....................................................... 165
８－５、Excel のマクロセキュリティ設定について................................. 168
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８－１、参加者取り込み用ファイルの作り方

トーナメントマネージャーでは、自動抽選準備画面および大会前入力画

面で、Excel ファイルで作成した取り込み用ファイルから参加者名を一括で

取り込むことができます。また、登録者名簿への登録者の登録についても、

同様の機能があります（参加者名を一括取り込みする際に使用する Excel

ファイルと、登録者名簿へ一括登録する際に使用する Excel ファイルは異

なります）。

※ 取り込み用ファイルを作成するための Excel ファイルを使用するには、

お使いのコンピューターで Microsoft Excel が動作することが必要です。

また、お使いのコンピューターの Excel の、マクロのセキュリティ設定

で、「マクロ」が使用できるようなっている必要があります。 Excel の
マクロのセキュリティ設定については、「８－５、Excel のマクロセキュ

リティ設定について」（→168 ページ）をご覧ください。

※ 取り込み用ファイルは、CSV という形式のファイルで作成されます。リ

ーグ＆トーナメントマネージャーで用意している [取り込み用ファイル

を作成するための Excel ファイル] を使用しなくても、同じ内容の CSV
形式のファイルが作成できるのであれば、独自に CSV ファイルを作成し

てもかまいません。
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CSV ファイルとは

CSV とは「Comma Separated Values」の略で、CSV ファイルとは、デー

タをカンマで区切った形式のファイルのことです。メモ帳などのテキストエ

ディタで開くと、以下のようになっています。

また、Excel などの表計算ソフトで開くと、以下のように一つのセルに一つ

のデータが入った形になります。

メモ帳などのテキストエディタでも編集ができ、 Excel などの表計算ソフ

トで開くと一覧表として利用できるので、 異なるシステム間でデータを連携

したりするのにしばしば使われる形式です。

※ CSV ファイルを扱う場合、ファイル名の末尾は「.csv」としておいた方

が良いでしょう。 そうすると、たいていのコンピューターでは、そのフ

ァイルを開く際に、そのファイルは CSV ファイルであると認識し、Excel
などの表計算ソフトで開くようになります。
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手順１、Excel のテンプレートを開く

 自動抽選準備画面または大会前入力画面で [参加者操作]ボタン→[参加

者取り込み用ファイルを Excel で作成]を選択します。

 この後の操作を案内する画面が出現します。案内の内容を確認して、

[OK]ボタンを押してください。

 取り込み用データを作成する Excel ファイルの、保存場所とファイル名

を指定する画面が出現します。
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 取り込み用データを作成する Excel ファイルの、保存場所を選択し、フ

ァイル名を入力して、[保存(S)]ボタンを押してください。取り込み用デ

ータを作成する Excel ファイルが作成され、数秒後に、その Excel ファ

イルが自動で開きます。

Excel ファイルを開く際に、マクロを有効にするか選択する画面が出現した場

合は、[マクロを有効にする(E)]などを選択してください。

Excel ファイル上で、[セキュリティ警告 一部のアクティブコンテンツが無

効にされました。・・・]などのメッセージが表示された場合は、 そのメッセー

ジの右にある[コンテンツの有効化]ボタンを押してください。

※ マクロを有効にしないと、Excel ファイル上の[取り込み用ファイル作成]ボ
タンなどが使用できません。
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手順２、参加者の名前・所属などを入力する

 取り込み用データを作成する Excel ファイルに、参加者の情報を入力し

てください。

 １参加者の行数を[２行]にしている場合の２行目の参加者の入力欄は、各

行の右の方にあります。

 使用しない項目は何も入力しなくてかまいません。

 １行目から、名前が入力されていない行の手前までが有効となります。

 カンマ「,」は入力しないようにしてください。

 所属内順位の項目は、1 から 99 の範囲で入力してください。

 シードの参加者の場合は、シード順に入力してください。

 シードの参加者の場合は、所属内順位を入力する必要はありません。
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手順３、取り込み用ファイルを作成する

 入力ができたら、[取込み用ファイル作成]ボタンを押してください。

※ お使いの Excel でマクロが無効になっていると、[取り込み用ファイル

作成]ボタンを押すことができません。

 作成する取り込み用ファイルの保存場所とファイル名を指定する画面が

出現します。

 作成する取り込み用ファイルの、保存場所を選択し、ファイル名を入力

して、[保存(S)]ボタンを押してください。
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 取り込み用ファイルの作成が完了すると、取り込み用ファイルの作成が

完了したことを知らせる画面が出現します。

 内容を確認して、[OK]ボタンを押してください。以上で取り込み用ファ

イル作成の手順は完了です。

 以上で、参加者取り込み用ファイルの作成は完了です。

 作成した取り込み用ファイルは、自動抽選準備画面、 大会前入力画面で

取り込むことができます。
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８－２、トーナメント表上のシード順位のふられ方

トーナメントマネージャーでは、トーナメント表上の各場所のシード順位が自

動でふられます。

 トーナメント情報指定画面で、シード順位をふるパターンについて[通常] を

選択した場合は、以下で定めるルールにしたがって、トーナメント表上の各

場所のシード順位が自動でふられます。

Ⅰ、各ブロックのシード順位のふられ方

各ブロックのシード順位は、下記の基本方針にしたがってふられます。

基本方針

シード順位の高い方が常に勝ち進むことになった場合を仮定し、次の 3 つのこと

が常に成り立つようにする。

 エントリーナンバー１番を、1 位とする。

 各ラウンドで、シード順位のより高い参加者は、シード順位のより低い選手

と対戦する。

 各ラウンドで、対戦する相手のエントリーナンバーは、そのラウンドで対戦

できる限りの範囲で、一番遠い者になる。

具体的には次のようになります。

①1 位のふられ方

o エントリーナンバー１番が、1 位となります。

②2 位のふられ方

o 1 位と決勝戦で対戦する場所で、1 位からエントリーナンバーが

最も遠い場所（つまり、エントリーナンバー最後）が、2 位とな

ります。

③3 位と 4 位のふられ方

o 2 位と準決勝で対戦する場所で、2 位からエントリーナンバーが

最も遠い場所が 3 位となります。

o 1 位と準決勝で対戦する場所で、1 位からエントリーナンバーが

最も遠い場所が 4 位となります。
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④5 位～8 位のふられ方

o 4 位と準々決勝で対戦する場所で、4 位からエントリーナンバー

が最も遠い場所が 5 位となります。

o 3 位と準々決勝で対戦する場所で、3 位からエントリーナンバー

が最も遠い場所が 6 位となります。

o 2 位と準々決勝で対戦する場所で、2 位からエントリーナンバー

が最も遠い場所が 7 位となります。

o 1 位と準々決勝で対戦する場所で、1 位からエントリーナンバー

が最も遠い場所が 8 位となります。

以下、同様にシード順位がふられます。
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Ⅱ、ブロックをまたがってのシード順位のふられ方

ブロックをまたがってのシード順位のふられ方は、下記の基本方針にしたがっ

てふられます。

基本方針

シード順位の高い方が常に勝ち進むことになった場合を仮定し、次の 2 つのこと

が常に成り立つようにする。

 各ブロックの 1 位どうしの順位付けは、先頭の方のブロックが高いものとす

る。

 各ラウンドで、シード順位のより高い参加者は、シード順位のより低い選手

と対戦する。
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 トーナメント情報指定画面で、シード順位をふるパターンについて[テニス公

式ルール] を選択した場合は、以下の 2 点が[通常]の場合と異なります。

o シード順位 3 位と 4 位の位置が、[通常]の場合と異なります。

o 特定のシード順位の位置が、抽選になります。

参加数 16 の場合：3 位と 4 位の位置が抽選

参加数 32 の場合：3 位と 4 位、5 位～8 位の位置が抽選

参加数 64 の場合：3 位と 4 位、5 位～8 位、9 位～12 位、13 位～

16 位の位置が抽選

参加数 128 の場合：3 位と 4 位、5 位～8 位、9 位～12 位、13 位

～16 位の位置が抽選
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 トーナメント情報指定画面で、シード順位をふるパターンについて[１回戦を

後方の位置に] を選択した場合は、シード順位 5 番目以降のふり方が[通常]
の場合と異なり、２回戦からの出場者がいるトーナメント表のとき（参加者

が２の累乗ぴったりでないとき）、１回戦が後方の位置に配置されるように

なります。

 [１回戦を後方の位置に]にすると、２回戦からの出場者がいるトーナメ

ント表のとき（参加者が２の累乗ぴったりでないとき）、試合をトーナメ

ント表の前方から順番に行った場合に、各参加者の試合の間隔があまり

偏らなくなります（１回戦の試合が終わってすぐに２回戦の試合に入る

参加者が減り、２回戦からの参加者の最初の待ち時間が減ります。）。基

本的に試合をトーナメント表の前方から順番に行えば大会の進行がスム

ーズに行くようになるので、大会の進行が簡単で参加者にもわかりやす

くなります。ただし、シード順位 5 番目以降については通常のトーナメ

ント表上の場所のシード順位どおりの対戦（一番強い者と一番弱い者が

対戦し、二番目に強い者と二番目に弱い者が対戦し、・・・）にはならな

くなります。シード順位 5 番目以降の参加者の順位はあまり気にしない

という場合は特に問題ないでしょう。
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８－３、「bye」の持つ特別な意味

参加者の名前の部分に「bye」（大文字小文字は問いません）を入力すると、そ

れは特別な意味を持ちます。「bye」とは「不戦勝」の意味で、そこには参加者が

いないことを表します。

特別な意味１：一段上がる対象となる

トーナメント表の形の設定で、一回戦がない部分の表示方法について[一回戦

がない部分は一段上げる]設定で[OK]ボタンを押した場合、参加者の名前に

「bye」が入力されている部分の相手側は一段上がる対象となります。「bye」を

入力したり削除したりすることによって、一段上がる部分を変更することができ

ます（「８－４、一段上がる部分を変更する」165 ページ）。

特別な意味２：１試合として数えない

参加者の名前の部分に「bye」が入力されていると、「そこには参加者がいない

ので、相手側が自動的に次のラウンドに進む」ものとして認識されます。

 試合結果入力画面で見ることができる大会の進行状況（「大会進行状況を見

る」87 ページ）の「全試合数」では、対戦者のどちらか一方でも「bye」と

なっていところは１試合として数えていません。また、大会進行状況画面の

試合待ち一覧でも、対戦者のどちらか一方でも「bye」となっているものは

表示されません。

 試合結果入力画面で[成績一覧]ボタンを押すと見ることができる成績一覧表

（「参加者の成績や戦績を見る」84 ページ）は、基本的に勝利線の状態によ

って成績が判断されますが、相手側が「bye」となっている部分は、勝利線

が引かれていなくても、次のラウンドに進んでいるものと判断されます（よ

って「bye」のところはあえて勝利線を引く必要はありません）。
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８－４、一段上がる部分を変更する

＜どこが自動で一段上がる部分になるのか＞

トーナメント表では、参加者数が２の累乗ぴったりでない場合、一回戦を行う

参加者と行わない参加者ができます。トーナメント表を作成する段階で、一回戦

がない部分の表示方法について[一回戦がない部分は一段上げる]を選択してい

ると、一回戦がない部分は一段上がる形になります。どこが自動で一回戦がない

部分になるかは、以下のようにして決まります。

 参加者の数以上で最小の、２の累乗のトーナメント表を思い浮かべる。

 自動でふられるシード順位（158 ページ）で、順位が低い方から、参加者が

足りない分だけ、参加者のいない枠（「bye」）とする。

 参加者のいない枠の相手側は、一回戦がないことになり、一段上がる対象と

なる。

＜一段上がる部分を変更する方法＞

トーナメント表を作成後は、[設定を変更]ボタン→[トーナメント表の形の設定

を変更]で、一回戦がない部分の表示方法について [一回戦がない部分は一段上

げる]を選択している状態で[OK]ボタンを押すと、その時点で参加者の名前が

「bye」となっている部分の相手側が、一段上がります。

つまり、参加者の名前に「bye」を入力したり、「bye」であったところを「bye」
でなくしたりすれば、一段上がる部分を好きなように変更することができます。

「bye」の入力の仕方によって、二段以上上がる形も作成できます。
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一段上げる部分を変更する場合の例

１．最初、ナンバー1 番の部分が一段上がっている。

２．[トーナメント表の形の設定]画面で、[一回戦がない部分の表示方法]を[すべ

て１段目を表示する]に変更する。ナンバー２番が「bye」となっている。

３．ナンバー２番の名前欄の「bye」を削除し、ナンバー３番の名前欄に「bye」
と入力する。

４．[トーナメント表の形の設定]画面で、[一回戦がない部分の表示方法]を[相手

がいないところは１段上げる]に変更する。１段上がる部分が変更される。
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３回戦から出場する選手のいるトーナメント表を作成する場合の例

１．[トーナメント表の形の設定]画面で、[一回戦がない部分の表示方法]を[すべ

て１段目を表示する]にし、参加者のいないところの名前欄に「bye」を入力

する。

２．[トーナメント表の形の設定]画面で、[一回戦がない部分の表示方法]を[相手

がいないところは１段上げる]に変更する。２段上がる形ができあがる。
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８－５、Excel のマクロセキュリティ設定について

トーナメントマネージャーでは、トーナメント表を Excel ファイルに出

力する際などに、Excel の「マクロ」という機能を使用します。 ここでい

う「マクロ」というのは、「Excel ファイルに埋め込まれたコンピューター

プログラム」のようなものです。

トーナメント表を Excel ファイルに出力する際などは、お使いのコンピ

ューターの Excel の、マクロのセキュリティ設定で、「マクロ」が使用で

きるようなっている必要があります。



169

＜Excel 2013 などで、マクロのセキュリティ設定を確認・変更する＞

手順１：Excel を起動する

 Excel を起動してください。（何かてきとうな Excel ファイルを開くので

もかまいません。）

手順２：[開発]タブをクリックする

 Excel 画面の上部の右の方にある、[開発]タブをクリックしてください。

Excel 画面の上部に[開発]タブがない場合は、この下の点線枠内の、[開
発]タブを表示させる手順を行ってください。
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Excel 画面の上部に[開発]タブを表示させる

Excel 画面の上部に[開発]タブがない場合は、以下の手順で Excel 画面の上部

に[開発]タブを表示させてください。

Excel 画面の左上部にある、[ファイル]をクリックしてください。

画面の左側のメニューの下の方にある、[オプション]をクリックしてくださ

い。
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画面の左側のメニューの、[リボンのユーザー設定]をクリックしてください。

画面の右側で、[開発]と書いてあるところのチェックボックスに、クリックを

してチェックを入れてください。 チェックを入れたら、[OK]ボタンを押してく

ださい。 以上で、Excel 画面の上部に[開発]タブを表示させる手順は完了です。
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手順３：[マクロのセキュリティ]をクリックする

 [開発]タブメニューの左の方にある、[マクロのセキュリティ]をクリック

してください。

手順４：マクロの設定を確認・変更する

 Excel のマクロのセキュリティの設定をするための画面が出現します。

画面の左側のメニューで[マクロの設定]をクリックし、 その後、画面の

右側で、マクロの設定を確認・変更してください。設定を変更後は、[OK]
ボタンを押してください。 以上で、Excel 2013 などでマクロのセキュ

リティ設定を確認・変更する手順は完了です。
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 マクロの設定で [警告を表示してすべてのマクロを無効にする(D)] など

を選択していると、マクロが埋め込まれている Excel ファイルを開いた

ときに、Excel 画面の上部に、 [セキュリティの警告 マクロが無効にさ

れました。]や [セキュリティの警告 一部のアクティブコンテンツが無

効にされました。・・・]などのメッセージが表示されます。その場合は、

そのメッセージの右にある[コンテンツの有効化]ボタンを押して、マクロ

を実行してください。
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＜Excel 2007 などで、マクロのセキュリティ設定を確認・変更する＞

手順１：Excel を起動する

 Excel を起動してください。（何かてきとうな Excel ファイルを開くので

もかまいません。）

手順２：「Office ボタン」→「Excel のオプション」を起動する

 [Office ボタン] → [Excel のオプション] を選択してください。
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手順３：「セキュリティセンター」→「セキュリティセンターの設定」

を起動する

 左側のメニューで[セキュリティセンター]を選択し、右側の画面で[セキ

ュリティセンターの設定]ボタンを押してください。

手順４：マクロの設定を確認・変更する

 Excel のマクロのセキュリティの設定をするための画面が出現します。

画面の左側のメニューで[マクロの設定]をクリックし、 その後、画面の

右側で、マクロの設定を確認・変更してください。

 設定を変更後は、[OK]ボタンを押してください。以上で、Excel 2007 な

どでマクロのセキュリティ設定を確認・変更する手順は完了です。
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 マクロの設定を[警告を表示してすべてのマクロを無効にする(L)]にして

いると、マクロを含んだ Excel ファイルを開いた際に、メニューの下あ

たりに[セキュリティの警告 マクロが無効にされました。]というメッ

セージが表示されます。 その場合は、メッセージのすぐ右にある[オプ

ション]ボタンを押し、出現した画面で、[このコンテンツを有効にする

(E)]を選択して[OK]ボタンを押してください。
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＜Excel 2003 などで、マクロのセキュリティ設定を確認・変更する＞

手順１：Excel を起動する

 Excel を起動してください。（何かてきとうな Excel ファイルを

開くのでもかまいません。）

手順２：「マクロ」の「セキュリティ」を起動する

 Excel のメニューから、[ツール] → [マクロ(M)] → [セキュリティ(S)]
を選択してください。
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手順３：設定を確認・変更する

 Excel のマクロのセキュリティの設定をするための画面が出現します。

[セキュリティ レベル]タブをクリックし、マクロの設定を確認・変更し

てください。

 リーグ＆トーナメントマネージャーで Excel ファイルのマクロを使用す

るには、セキュリティレベルを [中(M)] または [低(L)] にしておく必要

があります。一般的には、 [中(M)] にしておくことが推奨されます。

 設定を変更後は、[OK]ボタンを押してください。以上で、Excel 2003 な

どでマクロのセキュリティ設定を確認・変更する手順は完了です。

 マクロの設定で [中(M)] などを選択していると、マクロが埋め込まれて

いる Excel ファイルを開くときに、 [セキュリティ警告]という画面が表

示されます。その場合は、[マクロを有効にする(E)]ボタンを押して、Excel
ファイルを開いてください。
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９、お問い合わせ先

株式会社和田システム

電子メール：daihyou@wada-system.jp

お電話：080-6598-0259 (土・日・祝を除く 10:00～18:00)

住所：〒３３３－０８４５

    埼玉県川口市上青木西４－２５－３０

和田システムホームページ http://www.wada-system.jp/

＼お気軽にお問い合わせください／


